
は１５％ほど、木製サッシは１％、そ
のうち国産の木製サッシは０.２％の
シェアしかありません。
アルミサッシを何の疑問も持たずに使
い続けている日本の状況が、いかに世
界の常識とかけ離れているかが分かる
でしょう。

パリ協定のコミットメントもあり、日本
でも家庭部門のＣＯ２排出量を２０３０
年までに４割削減する必要に迫られて
います。ならばアルミサッシで熱を逃し
ながらエアコンをガンガン回して電力
を浪費している場合ではないでしょう。
家庭部門のエネルギー消費量の３割
が冷暖房であり、熱が逃げる窓の断
熱性能を高めれば、冷暖房効率が上
がって電力消費量を減らせます。これ

１.３にはるかに劣るどころか、中国（同
程度の温度帯）の最低基準２.５にも
遠く及びません。しかも４.６５は最低
基準ではなく、この数値をクリアしなく
とも建築確認が下りて建てられてしま
います。
ちなみに日本の既存住宅ストック６０
００万戸のうち８割近くの窓は板ガラス
のアルミサッシで、Uｗ値で６.５超とい
う、世界的にはありえない、とんでも
ない低性能のものになっています。
世界最低の「窓後進国」と言えるの
が日本なのです。
それを象徴するのが窓枠のアルミ

サッシです。アルミの熱伝導率は２００
Ｗ／ｍＫ、樹脂は０.２Ｗ／ｍＫ、木は
０.１６Ｗ／ｍＫ。つまりアルミサッシは
樹脂サッシや木製サッシと比べて１０
００倍以上も熱を逃しやすいのです。
このため世界的には樹脂サッシ、木製
サッシが主流となっており、日本のよう
なアルミサッシは使われなくなっていま
す。それどころか米国では５０州のう
ち２４州がアルミサッシの使用を禁止
しています。
にもかかわらず日本ではその熱を逃
がしやすいアルミサッシが窓全体の
８５％前後を占めていて、樹脂サッシ

をめざし、工場稼働から半年あまりで
すでに５０窓／日の生産体制に達して
います。これまでの木製サッシ全メー
カーの生産量が計２万窓／年というか
ら、画期的な大量生産の実現と言える
でしょう。
地元のスギの間伐材を活かし、大量
生産が可能で、しかもこれまでと違っ
て中小工務店向けには樹脂サッシに
引けをとらない価格で下ろせるそうで
す。評判を聞きつけて、東京から新
幹線で３時間以上かかる青森県十和
田市の工場へ、わずか１年足らずで、
林野庁高官ら１３００人が視察に来て
います。

中野渡利八郎会長は、イタリアの街に
インスパイアされ、世田谷区を基盤に
高級な注文住宅をリーズナブルに建て
る工務店として「東京組」を一代で育
て上げた経営者です。贅沢品で満足
していた既存の木製サッシメーカー
が誰もやらなかった挑戦を始め、ア
ルミサッシ９割、木製サッシ０.２％と
いう「日本の常識、世界の非常識」
を打破しようと取り組んでいます。「夢
のある仕事だ」と、地元の青森の若
者が他業種から次 と々就職しています。

は樹脂サッシメーカーの調査結果です
が、アルミサッシ製品から樹脂サッシ
製品へ変えると、電力消費量を２０％

も減らせるとの計算もあります。もちろ
んそれだけ電気代も下がります。
アルミサッシはいわば電気のカタマリ
であり、樹脂サッシは石油製品です。
いずれも製造段階ではエネルギーを消
費します。一方、木製サッシは自然の木
材を使うので、製造段階でのエネル
ギー消費も格段に少ない。アルミサッ
シと比べて１５０分の１だそうです。
しかも木製サッシは意外にも耐火性
に優れています。アルミサッシは６６０℃
で溶解を始め火の侵入を許してしまう
のに対し、木製サッシは表面が炭化し
てかえって内部への火の浸透が抑えら
れます。耐火試験の動画を見せてもら

いましたが、比較してみると、室内へ
の火の回りはアルミサッシの方が明ら
かに速くて驚きました。
意匠にも優れており、だからこそ高級
注文住宅における富裕層の贅沢品の
ような形で木製サッシが使われてきま
した。イタリアからの輸入品とかで、
それだけ価格は高いものです。そもそ
も「サッシはアルミ」という固定観念
が強いのに加えて、木製サッシは高い
し、工場での規格大量生産ができにく
い、重くて在庫コストがかさむ、といっ
たデメリットもあって、世界４位の森林
大国でありながら、国産の木製サッシ
がシェア０.２％とほとんど使われていな
いのが実情です。

これを思い切って変えてやろうというの
が、冒頭に紹介した青森県十和田市
の「日本の窓」の挑戦なのです。
地元のスギの間伐材を使い、イタリア
の最新鋭の木工機械や産業用ロボット
を入れ、国産の木製サッシの工場大
量生産に取り組んでいます。地元で採
用した若者２４人が標準化された作業
に従事しています。１日６０窓、年間
１万５０００窓（１０００棟分）の生産
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住宅政策を　　   から変える
木製サッシを日本の新しい産業に

日本の住宅は断熱性能が低く、むざむ
ざ大量の熱を逃しています。冬は室内
でも寒いし夏は暑い。結果、エアコン
をガンガン回して不必要な電力を冷暖
房で浪費しています。冷暖房をつけて
いる部屋とそうでない部屋の寒暖差も
大きい。冬場の入浴では居間と脱衣所
で２０℃違い、そこで裸になって身体を
冷やして風呂に入るので、ヒートショッ
クによると見られる風呂場での死者が１

万７０００人も発生しています。交通事
故の４倍の死者数です。
熱が逃げると結露も発生します。家は
朽ちるしカビは生えるし住み心地は悪い
し、カビとダニは子どものアトピーやぜ
んそくの原因ともなります。人の生命や
健康にも大きくかかわっているのです。
熱はどこから逃げているかというと、窓
からです。冬場では室内の暖かさの６
割が窓から外に逃げています。夏場は

外気の熱が室内に入ってくるのは窓から
が７割です。断熱性能の向上には窓の
性能の向上が不可欠なのです。
ところが窓の性能基準は、日本は「低い」
というより義務的な数値基準が今もって
存在していません。義務化されていな
い改正省エネ基準があるものの、熱貫
流値（Ｕｗ値）の基準は東京で４.６５
が目安となっており、ドイツの最低基準

「日本の窓」の工場は既存の木製サッ
シメーカーと比べれば例外的な大量生
産体制ではありますが、それでも１００
窓／日以下といったレベルです。イタ
リアはじめ欧州でも木製サッシメー
カーは地域に小規模な工場が点々と
あって、そこで地元の木材を使って生
産するのが基本です。つまり、木製サッ
シが増えて、木製サッシメーカーが増
えると、地元の木材が使われ、森林林
業地域の裾野に小規模な工場と雇用
が全国に点 と々生まれる事になります。
低い断熱性能で冷暖房のエネルギー
を浪費する、住宅における「省エネ後
進国」にすっかりなってしまった日本
を、国産のスギの間伐材の木製サッシ
で変えようという挑戦。それにより、
森林林業地域に新しい産業と雇用が
生まれる。都市ではなく地方が豊かに
なる。日本はこうやって変わっていくの
だと思うし、変わっていくべきだと感じ
ました。

この視察を受けて、環境委員会で質
問しました。
これから日本は２０３０年代には３軒に
１軒が空き家になるというのに、相も

変わらず、政府は住宅ローン減税で優
遇して、新築住宅を毎年１００万戸近
くも建てまくっています。相続税対策で
アパートが粗製乱造されたりして、ロー
クオリティな住宅ストックが無用に積み
上がるのを政策的に誘導しているよう
なものです。
対するドイツは総世帯数４０００万に
対して住宅ストック４０００万戸、供給
過剰が生じないよう、新築住宅は人口
増加地域に限り、年１８万戸ほどに抑
制しています。そのかわり、既存住宅
の断熱リフォームに政策の重点を転換
し、リーマンショック後の緊急経済対
策でも、まず実施したのは断熱リフォー
ム補助金の積み増しだったといいます。
窓をはじめとする住宅の断熱性能では
世界最低の後進国と言ってもいい日
本。低い断熱性能で冷暖房エネルギー
の浪費をしています。断熱リフォーム
により全体で１％分の節約がで
きるなら、日本では化石燃料
の輸入で年２０兆円が海外流
出していますから、２０００億
円分の予算を投じてもペイする
計算になります。しかも投じら
れたおカネは海外流出ではなく
国内経済に回ります。そして断
熱リフォームされた住宅は省エ
ネかつ住み心地が良くなり長寿

命化して、資産価値も上がります。
住宅の断熱性能をドイツに引けを取ら
ないレベルに引き上げていく。そして
新築住宅の供給ではなく既存住宅ス
トック６０００万戸の断熱リフォームに
よる質の向上に政策の重点を移す。と
りわけ窓が重要で、木製サッシを使っ
た窓の断熱リフォームが有望です。国
産の木製サッシのシェア０.２％を、わ
ずか１％に引き上げるだけで、市場規
模は５倍にも膨らみます。
「知らなかった」
「あなたの言う通りだ」
質問後、環境委員会の与野党の議員
に次々と話しかけられました。その後
には、環境省の幹部が視察団を組ん
で、青森県十和田市の「日本の窓」
の工場に視察に出かけたそうです。こ
れだけ反響の大きい国会質問も久しぶ
りでした。　

（中面へ続く→）
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アルミサッシが８割、９割の日本の「窓の常識」は、世界の非常識。
シェア０．２％の木製サッシが、日本の未来を変える。

木製サッシのメーカー「日本の窓」の工場を訪問しました。
東京・世田谷に本社がある注文住宅のハウスメーカー「東京組」の中野渡利八郎会長が、
自らの出身地である青森県十和田市にオープンしたものです。昨年５月から稼働開始しました。
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クオリティな住宅ストックが無用に積み
上がるのを政策的に誘導しているよう
なものです。
対するドイツは総世帯数４０００万に
対して住宅ストック４０００万戸、供給
過剰が生じないよう、新築住宅は人口
増加地域に限り、年１８万戸ほどに抑
制しています。そのかわり、既存住宅
の断熱リフォームに政策の重点を転換
し、リーマンショック後の緊急経済対
策でも、まず実施したのは断熱リフォー
ム補助金の積み増しだったといいます。
窓をはじめとする住宅の断熱性能では
世界最低の後進国と言ってもいい日
本。低い断熱性能で冷暖房エネルギー
の浪費をしています。断熱リフォーム
により全体で１％分の節約がで
きるなら、日本では化石燃料
の輸入で年２０兆円が海外流
出していますから、２０００億
円分の予算を投じてもペイする
計算になります。しかも投じら
れたおカネは海外流出ではなく
国内経済に回ります。そして断
熱リフォームされた住宅は省エ
ネかつ住み心地が良くなり長寿

命化して、資産価値も上がります。
住宅の断熱性能をドイツに引けを取ら
ないレベルに引き上げていく。そして
新築住宅の供給ではなく既存住宅ス
トック６０００万戸の断熱リフォームに
よる質の向上に政策の重点を移す。と
りわけ窓が重要で、木製サッシを使っ
た窓の断熱リフォームが有望です。国
産の木製サッシのシェア０.２％を、わ
ずか１％に引き上げるだけで、市場規
模は５倍にも膨らみます。
「知らなかった」
「あなたの言う通りだ」
質問後、環境委員会の与野党の議員
に次々と話しかけられました。その後
には、環境省の幹部が視察団を組ん
で、青森県十和田市の「日本の窓」
の工場に視察に出かけたそうです。こ
れだけ反響の大きい国会質問も久しぶ
りでした。　

日本は世界の窓・後進国！
世界各国の窓（戸建て住宅）の最低基準（Uw値）
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青森県産のスギの間伐材を使用して建てら
れた、美しい外観の工場。イタリアから最新
鋭の木工機械を導入し、日本では前例のな
い効率化された作業工程を組み立てました。
現在は１日５０窓を生産、目標の６０窓／日、
１万５０００窓／年に近づいています。森林
大国なのに日本の木材自給率は３３％。国
産の木製サッシを増やせば、住まいの断熱
性も上がり、放置された森林にも手が入る
ようになります。



は１５％ほど、木製サッシは１％、そ
のうち国産の木製サッシは０.２％の
シェアしかありません。
アルミサッシを何の疑問も持たずに使
い続けている日本の状況が、いかに世
界の常識とかけ離れているかが分かる
でしょう。

パリ協定のコミットメントもあり、日本
でも家庭部門のＣＯ２排出量を２０３０
年までに４割削減する必要に迫られて
います。ならばアルミサッシで熱を逃し
ながらエアコンをガンガン回して電力
を浪費している場合ではないでしょう。
家庭部門のエネルギー消費量の３割
が冷暖房であり、熱が逃げる窓の断
熱性能を高めれば、冷暖房効率が上
がって電力消費量を減らせます。これ

１.３にはるかに劣るどころか、中国（同
程度の温度帯）の最低基準２.５にも
遠く及びません。しかも４.６５は最低
基準ではなく、この数値をクリアしなく
とも建築確認が下りて建てられてしま
います。
ちなみに日本の既存住宅ストック６０
００万戸のうち８割近くの窓は板ガラス
のアルミサッシで、Uｗ値で６.５超とい
う、世界的にはありえない、とんでも
ない低性能のものになっています。
世界最低の「窓後進国」と言えるの
が日本なのです。
それを象徴するのが窓枠のアルミ

サッシです。アルミの熱伝導率は２００
Ｗ／ｍＫ、樹脂は０.２Ｗ／ｍＫ、木は
０.１６Ｗ／ｍＫ。つまりアルミサッシは
樹脂サッシや木製サッシと比べて１０
００倍以上も熱を逃しやすいのです。
このため世界的には樹脂サッシ、木製
サッシが主流となっており、日本のよう
なアルミサッシは使われなくなっていま
す。それどころか米国では５０州のう
ち２４州がアルミサッシの使用を禁止
しています。
にもかかわらず日本ではその熱を逃
がしやすいアルミサッシが窓全体の
８５％前後を占めていて、樹脂サッシ

をめざし、工場稼働から半年あまりで
すでに５０窓／日の生産体制に達して
います。これまでの木製サッシ全メー
カーの生産量が計２万窓／年というか
ら、画期的な大量生産の実現と言える
でしょう。
地元のスギの間伐材を活かし、大量
生産が可能で、しかもこれまでと違っ
て中小工務店向けには樹脂サッシに
引けをとらない価格で下ろせるそうで
す。評判を聞きつけて、東京から新
幹線で３時間以上かかる青森県十和
田市の工場へ、わずか１年足らずで、
林野庁高官ら１３００人が視察に来て
います。

中野渡利八郎会長は、イタリアの街に
インスパイアされ、世田谷区を基盤に
高級な注文住宅をリーズナブルに建て
る工務店として「東京組」を一代で育
て上げた経営者です。贅沢品で満足
していた既存の木製サッシメーカー
が誰もやらなかった挑戦を始め、ア
ルミサッシ９割、木製サッシ０.２％と
いう「日本の常識、世界の非常識」
を打破しようと取り組んでいます。「夢
のある仕事だ」と、地元の青森の若
者が他業種から次 と々就職しています。

は樹脂サッシメーカーの調査結果です
が、アルミサッシ製品から樹脂サッシ
製品へ変えると、電力消費量を２０％

も減らせるとの計算もあります。もちろ
んそれだけ電気代も下がります。
アルミサッシはいわば電気のカタマリ
であり、樹脂サッシは石油製品です。
いずれも製造段階ではエネルギーを消
費します。一方、木製サッシは自然の木
材を使うので、製造段階でのエネル
ギー消費も格段に少ない。アルミサッ
シと比べて１５０分の１だそうです。
しかも木製サッシは意外にも耐火性
に優れています。アルミサッシは６６０℃
で溶解を始め火の侵入を許してしまう
のに対し、木製サッシは表面が炭化し
てかえって内部への火の浸透が抑えら
れます。耐火試験の動画を見せてもら

いましたが、比較してみると、室内へ
の火の回りはアルミサッシの方が明ら
かに速くて驚きました。
意匠にも優れており、だからこそ高級
注文住宅における富裕層の贅沢品の
ような形で木製サッシが使われてきま
した。イタリアからの輸入品とかで、
それだけ価格は高いものです。そもそ
も「サッシはアルミ」という固定観念
が強いのに加えて、木製サッシは高い
し、工場での規格大量生産ができにく
い、重くて在庫コストがかさむ、といっ
たデメリットもあって、世界４位の森林
大国でありながら、国産の木製サッシ
がシェア０.２％とほとんど使われていな
いのが実情です。

これを思い切って変えてやろうというの
が、冒頭に紹介した青森県十和田市
の「日本の窓」の挑戦なのです。
地元のスギの間伐材を使い、イタリア
の最新鋭の木工機械や産業用ロボット
を入れ、国産の木製サッシの工場大
量生産に取り組んでいます。地元で採
用した若者２４人が標準化された作業
に従事しています。１日６０窓、年間
１万５０００窓（１０００棟分）の生産

「日本の窓」の工場は既存の木製サッ
シメーカーと比べれば例外的な大量生
産体制ではありますが、それでも１００
窓／日以下といったレベルです。イタ
リアはじめ欧州でも木製サッシメー
カーは地域に小規模な工場が点々と
あって、そこで地元の木材を使って生
産するのが基本です。つまり、木製サッ
シが増えて、木製サッシメーカーが増
えると、地元の木材が使われ、森林林
業地域の裾野に小規模な工場と雇用
が全国に点 と々生まれる事になります。
低い断熱性能で冷暖房のエネルギー
を浪費する、住宅における「省エネ後
進国」にすっかりなってしまった日本
を、国産のスギの間伐材の木製サッシ
で変えようという挑戦。それにより、
森林林業地域に新しい産業と雇用が
生まれる。都市ではなく地方が豊かに
なる。日本はこうやって変わっていくの
だと思うし、変わっていくべきだと感じ
ました。

この視察を受けて、環境委員会で質
問しました。
これから日本は２０３０年代には３軒に
１軒が空き家になるというのに、相も

変わらず、政府は住宅ローン減税で優
遇して、新築住宅を毎年１００万戸近
くも建てまくっています。相続税対策で
アパートが粗製乱造されたりして、ロー
クオリティな住宅ストックが無用に積み
上がるのを政策的に誘導しているよう
なものです。
対するドイツは総世帯数４０００万に
対して住宅ストック４０００万戸、供給
過剰が生じないよう、新築住宅は人口
増加地域に限り、年１８万戸ほどに抑
制しています。そのかわり、既存住宅
の断熱リフォームに政策の重点を転換
し、リーマンショック後の緊急経済対
策でも、まず実施したのは断熱リフォー
ム補助金の積み増しだったといいます。
窓をはじめとする住宅の断熱性能では
世界最低の後進国と言ってもいい日
本。低い断熱性能で冷暖房エネルギー
の浪費をしています。断熱リフォーム
により全体で１％分の節約がで
きるなら、日本では化石燃料
の輸入で年２０兆円が海外流
出していますから、２０００億
円分の予算を投じてもペイする
計算になります。しかも投じら
れたおカネは海外流出ではなく
国内経済に回ります。そして断
熱リフォームされた住宅は省エ
ネかつ住み心地が良くなり長寿

命化して、資産価値も上がります。
住宅の断熱性能をドイツに引けを取ら
ないレベルに引き上げていく。そして
新築住宅の供給ではなく既存住宅ス
トック６０００万戸の断熱リフォームに
よる質の向上に政策の重点を移す。と
りわけ窓が重要で、木製サッシを使っ
た窓の断熱リフォームが有望です。国
産の木製サッシのシェア０.２％を、わ
ずか１％に引き上げるだけで、市場規
模は５倍にも膨らみます。
「知らなかった」
「あなたの言う通りだ」
質問後、環境委員会の与野党の議員
に次々と話しかけられました。その後
には、環境省の幹部が視察団を組ん
で、青森県十和田市の「日本の窓」
の工場に視察に出かけたそうです。こ
れだけ反響の大きい国会質問も久しぶ
りでした。　

（裏面へ続く→）

「日本の窓」の挑戦

アルミニウム 200W/mk
樹脂 0.2W/mk
木 0.16W/mk

木　　は
アルミ　　の

倍の断熱性！1200

（材料の熱伝導率）

木製サッシの窓枠に液体ガラスを塗布するロボットも。東京の世田谷区を基盤とするハウス
メーカー「東京組」の中野渡利八郎会長（写真右）は、自らの出身地の青森県十和田市に「日
本の窓」の工場をオープン。十和田市では新しい工場は実に１４年ぶりだったそうです。小
池康之工場長（写真左）をはじめ、他業種から「夢がある仕事」と飛び込んできた、地元
採用の若者を中心に２４人が働いています。



は１５％ほど、木製サッシは１％、そ
のうち国産の木製サッシは０.２％の
シェアしかありません。
アルミサッシを何の疑問も持たずに使
い続けている日本の状況が、いかに世
界の常識とかけ離れているかが分かる
でしょう。

パリ協定のコミットメントもあり、日本
でも家庭部門のＣＯ２排出量を２０３０
年までに４割削減する必要に迫られて
います。ならばアルミサッシで熱を逃し
ながらエアコンをガンガン回して電力
を浪費している場合ではないでしょう。
家庭部門のエネルギー消費量の３割
が冷暖房であり、熱が逃げる窓の断
熱性能を高めれば、冷暖房効率が上
がって電力消費量を減らせます。これ

１.３にはるかに劣るどころか、中国（同
程度の温度帯）の最低基準２.５にも
遠く及びません。しかも４.６５は最低
基準ではなく、この数値をクリアしなく
とも建築確認が下りて建てられてしま
います。
ちなみに日本の既存住宅ストック６０
００万戸のうち８割近くの窓は板ガラス
のアルミサッシで、Uｗ値で６.５超とい
う、世界的にはありえない、とんでも
ない低性能のものになっています。
世界最低の「窓後進国」と言えるの
が日本なのです。
それを象徴するのが窓枠のアルミ

サッシです。アルミの熱伝導率は２００
Ｗ／ｍＫ、樹脂は０.２Ｗ／ｍＫ、木は
０.１６Ｗ／ｍＫ。つまりアルミサッシは
樹脂サッシや木製サッシと比べて１０
００倍以上も熱を逃しやすいのです。
このため世界的には樹脂サッシ、木製
サッシが主流となっており、日本のよう
なアルミサッシは使われなくなっていま
す。それどころか米国では５０州のう
ち２４州がアルミサッシの使用を禁止
しています。
にもかかわらず日本ではその熱を逃
がしやすいアルミサッシが窓全体の
８５％前後を占めていて、樹脂サッシ

をめざし、工場稼働から半年あまりで
すでに５０窓／日の生産体制に達して
います。これまでの木製サッシ全メー
カーの生産量が計２万窓／年というか
ら、画期的な大量生産の実現と言える
でしょう。
地元のスギの間伐材を活かし、大量
生産が可能で、しかもこれまでと違っ
て中小工務店向けには樹脂サッシに
引けをとらない価格で下ろせるそうで
す。評判を聞きつけて、東京から新
幹線で３時間以上かかる青森県十和
田市の工場へ、わずか１年足らずで、
林野庁高官ら１３００人が視察に来て
います。

中野渡利八郎会長は、イタリアの街に
インスパイアされ、世田谷区を基盤に
高級な注文住宅をリーズナブルに建て
る工務店として「東京組」を一代で育
て上げた経営者です。贅沢品で満足
していた既存の木製サッシメーカー
が誰もやらなかった挑戦を始め、ア
ルミサッシ９割、木製サッシ０.２％と
いう「日本の常識、世界の非常識」
を打破しようと取り組んでいます。「夢
のある仕事だ」と、地元の青森の若
者が他業種から次 と々就職しています。

は樹脂サッシメーカーの調査結果です
が、アルミサッシ製品から樹脂サッシ
製品へ変えると、電力消費量を２０％

も減らせるとの計算もあります。もちろ
んそれだけ電気代も下がります。
アルミサッシはいわば電気のカタマリ
であり、樹脂サッシは石油製品です。
いずれも製造段階ではエネルギーを消
費します。一方、木製サッシは自然の木
材を使うので、製造段階でのエネル
ギー消費も格段に少ない。アルミサッ
シと比べて１５０分の１だそうです。
しかも木製サッシは意外にも耐火性
に優れています。アルミサッシは６６０℃
で溶解を始め火の侵入を許してしまう
のに対し、木製サッシは表面が炭化し
てかえって内部への火の浸透が抑えら
れます。耐火試験の動画を見せてもら

いましたが、比較してみると、室内へ
の火の回りはアルミサッシの方が明ら
かに速くて驚きました。
意匠にも優れており、だからこそ高級
注文住宅における富裕層の贅沢品の
ような形で木製サッシが使われてきま
した。イタリアからの輸入品とかで、
それだけ価格は高いものです。そもそ
も「サッシはアルミ」という固定観念
が強いのに加えて、木製サッシは高い
し、工場での規格大量生産ができにく
い、重くて在庫コストがかさむ、といっ
たデメリットもあって、世界４位の森林
大国でありながら、国産の木製サッシ
がシェア０.２％とほとんど使われていな
いのが実情です。

これを思い切って変えてやろうというの
が、冒頭に紹介した青森県十和田市
の「日本の窓」の挑戦なのです。
地元のスギの間伐材を使い、イタリア
の最新鋭の木工機械や産業用ロボット
を入れ、国産の木製サッシの工場大
量生産に取り組んでいます。地元で採
用した若者２４人が標準化された作業
に従事しています。１日６０窓、年間
１万５０００窓（１０００棟分）の生産

「日本の窓」の工場は既存の木製サッ
シメーカーと比べれば例外的な大量生
産体制ではありますが、それでも１００
窓／日以下といったレベルです。イタ
リアはじめ欧州でも木製サッシメー
カーは地域に小規模な工場が点々と
あって、そこで地元の木材を使って生
産するのが基本です。つまり、木製サッ
シが増えて、木製サッシメーカーが増
えると、地元の木材が使われ、森林林
業地域の裾野に小規模な工場と雇用
が全国に点 と々生まれる事になります。
低い断熱性能で冷暖房のエネルギー
を浪費する、住宅における「省エネ後
進国」にすっかりなってしまった日本
を、国産のスギの間伐材の木製サッシ
で変えようという挑戦。それにより、
森林林業地域に新しい産業と雇用が
生まれる。都市ではなく地方が豊かに
なる。日本はこうやって変わっていくの
だと思うし、変わっていくべきだと感じ
ました。

この視察を受けて、環境委員会で質
問しました。
これから日本は２０３０年代には３軒に
１軒が空き家になるというのに、相も

変わらず、政府は住宅ローン減税で優
遇して、新築住宅を毎年１００万戸近
くも建てまくっています。相続税対策で
アパートが粗製乱造されたりして、ロー
クオリティな住宅ストックが無用に積み
上がるのを政策的に誘導しているよう
なものです。
対するドイツは総世帯数４０００万に
対して住宅ストック４０００万戸、供給
過剰が生じないよう、新築住宅は人口
増加地域に限り、年１８万戸ほどに抑
制しています。そのかわり、既存住宅
の断熱リフォームに政策の重点を転換
し、リーマンショック後の緊急経済対
策でも、まず実施したのは断熱リフォー
ム補助金の積み増しだったといいます。
窓をはじめとする住宅の断熱性能では
世界最低の後進国と言ってもいい日
本。低い断熱性能で冷暖房エネルギー
の浪費をしています。断熱リフォーム
により全体で１％分の節約がで
きるなら、日本では化石燃料
の輸入で年２０兆円が海外流
出していますから、２０００億
円分の予算を投じてもペイする
計算になります。しかも投じら
れたおカネは海外流出ではなく
国内経済に回ります。そして断
熱リフォームされた住宅は省エ
ネかつ住み心地が良くなり長寿

命化して、資産価値も上がります。
住宅の断熱性能をドイツに引けを取ら
ないレベルに引き上げていく。そして
新築住宅の供給ではなく既存住宅ス
トック６０００万戸の断熱リフォームに
よる質の向上に政策の重点を移す。と
りわけ窓が重要で、木製サッシを使っ
た窓の断熱リフォームが有望です。国
産の木製サッシのシェア０.２％を、わ
ずか１％に引き上げるだけで、市場規
模は５倍にも膨らみます。
「知らなかった」
「あなたの言う通りだ」
質問後、環境委員会の与野党の議員
に次々と話しかけられました。その後
には、環境省の幹部が視察団を組ん
で、青森県十和田市の「日本の窓」
の工場に視察に出かけたそうです。こ
れだけ反響の大きい国会質問も久しぶ
りでした。　

このたび、非政党所属の議員として再スタートいたしました。政党の離
合集散の続く中で、いま一度、１人の政治家として今後の進路を見極
めたいと思っております。「原発ゼロと自然エネルギー立国」「日本版
ベーシックインカム構想」といった自らの政策を追い求め、その実現を
通じて、日本を夢と活力のある国にしていきます。そのために政策立案
に磨きをかけ、現場を歩き、提言を行なってまいります。
不安な時代、転換期です。だからこそ「未来先取り」の新しい発想
を政治家が持たなければなりません。そのための、日本の頭脳になる
事をめざします。これからもどうぞ宜しくお願い申し上げます。

日本の頭脳になる。

新築供給から
断熱リフォームへ

柿沢未途衆議院議員


